
インフルエンザワクチン予防捜種の受'サ方

インフルエンザワクチンはウイルスの増殖にな、化鶏卵を使つてしヽるため、わすかながら卵出来の成分が残つて

しヽます。

近年は高純度に精製されてしヽるのでほとんど問題となりませんが、卵を食べるとじんましんや発疹が出たり

回の中がしびれるような強い卵アレルギーがある場合は、接種を避けるか注意して接種する必要があります。

高熱やけいれんなどの

異常反応や、

体調の変化があれば、

速やかに医師の診察を

受けてください。

接種日は

過激な運動は避けて、

注射部位は清潔に

しておいてください。

2回接種される方、

または13歳 未満の方は

1～4週 間の間隔を

おいて接種しますが、

効果面から4週 間隔が

望まれます。

30分 以内に急な

副反応が起こることが

まれにありますので

その間は様子を観察し、

医師とすぐに連絡が取れる

ようにしておきましょう。

接種日の晩は

入浴しても

差し支えありません。

次回の注射の時は、

反対の腕に、

あるいは同じ腕でも

前回の注射部位とは

違う場所に接種を

受けてください。

副反応|よ一般的に軽微です。注射部位が赤くなる、腫れる、硬くなる、熱をもつ、痛くなる、しびれることが

ありますが通常|よ2～3日で消失します。発熱、悪寒、頭痛、倦怠感、一過性の意識消失、めましヽ、リンパ節腫

脹、l厘吐 ・l厘気、下痢、関節痛、筋肉痛なども起こることがありますが通常|よ、2～3日で消失します。過敏症

として、発しん、書麻疹、湿疹、紅斑、かゆみなどもまれに起こります。強い卵アレルギーのある方|よ強しヽ副

反応を生じる可能性がありますので必す医師に申し出てください。非常にまれですが、次のような副反応が起

こることがあります。(1)ショック、アナフィラキシー様症状(事麻疹、呼吸困難など)、(2)急性散在性脳脊髄

炎(接種後数日から2週間以内の発熱、頭痛、けいれん、運動障害、意識障害など)、(3)ギラン ・パレー症候群

(両手足のしびれ、歩行障害など)、(4)けいれん(熱性けいれんを含む)、(5)月千機能障害、黄疸、(6)l需息発作。

このような症状が認められたり、疑われた場合は、すぐに医師に申し出てください。
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インフルエンザはインフルエンザウイルスという特定の微生物の

感染によつて起こる病気です。
一方「かぜ」(かぜ症候群)とは、ライノウイルス、コ回ナウイルス、

RSウイルスなど種々なウイルス感染によつて起こる上気道炎の総称

です。

インフルエンザでも、軽い場合にはその他の「かぜ」と区別がつき

にくいです力X一般にインフルエンザの症状は重く、特に小児や高齢

者、基礎疾患がある場合では重症化しやすい傾向があります。

さらに肺炎や脳症などの合併症も問題となります。ときに大流行

を起こし、多くの犠牲者を出すこともあります。

インフルエンザは1～5日(平均2日)の潜伏期間の後、突然に発症し、

38℃ 以上の発熱、上気道炎症状、全身倦怠感等の症状が出現するこ

とが特徴的です。

流行期(日本では例年11月～3月)にこれらの症状があつた場合は

インフルエンザの可能性が高いと考えられます。症状の持続時間は通

常2～ 3日です力X場合によつては5日を超えることもあります。また、

高齢者や小児、あるいは呼吸器系や心臓などに病気を患つている方が

インフルエンザにかかると合併症を併発する場合があります。

細菌の二次感染による肺炎。慢性気管支炎の増悪は高齢者などに

起こり易い合併症です。

また、まれながら小児でのインフルエンザ脳症の報告があり、原因

不明であることから病態の解明が急がれます。

インフルエンザワクチンの接種こ インフルエンザによる重篇な

合併症や死亡を予防することが期待されます。

インフルエンザに対しては、ワクチンで重症化を予防することが

インフルエンザに対抗する最大の手段なのです。

特に高齢者や基礎疾患(心疾患・肺疾患・腎疾患など)がある方は

重症化しやすいのこ かかりつけ医とよく相談のうえ、接種を受ける

ことをおすすめします。

なお、インフルエンザワクチンでは他のウイルスの感染による「か

ぜ」を予防することはできません。

②この印刷物|よ再生紙を使用し、

大豆油インキで印刷してしヽます。


